
 
 
 

■今回は、2006 年にもりメイト
倶楽部が主催した「MOTTAINAI(も
ったいない)キッズ植林プロジェ
クト」において、植林したサクラ
のメンテナンス《追肥、周辺⽊整
理》など都市公園の景観整備を⾏
いました。
■具体的には A:養分不⾜の桜へ
の追肥、B︓桜の受光を妨げる樹
⽊や倒⽊等の危険⽊のせん定、
C︓⽣垣が⾼く伸び、⽬隠しにな
った部分のせん定など、D︓⼟⼿
との境界を明確にするための藪
化した笹⽵等の草刈りの、4 グル
ープに分かれて汗をかきました。
なお、追肥の肥料については、⼭
本理事⻑とのご縁でみずえ緑地

（株）様がご寄付下さったとのこ
とで、改めて御礼申し上げます。 
■お楽しみの昼⾷タイムでは、こ
の公園で活動する『京橋川かいわ
いあしがるクラブ』の皆さんが料
理くださったあたたかな汁は遠
路、安芸⾼⽥市向原町から炊き出
し道具⼀式を持参し、新鮮なイノ
シシを準備くださった先川さん
ご夫妻によるもので感謝、感謝で
す︕
■概ね、計画どおり無事に終了で
き、終了後の各リーダーなどから
の報告会では、B グループの皆
さんを筆頭に、各⾃が作業内容を
認識して、⾃発的に有機的にテキ
パキと活動していたといったよ

うに、理想に近づいた活動例も紹
介され、有意義な会となりました。 
■今回の例会は、3 班が担当班で
したが、３班班員でもある⼭本理
事⻑には、公園管理者である中区
役所にせん定等作業承認願の計
画書を作成提出したり、町内会、
あしがるクラブとの調整をされ
るなど⼤活躍いただきありがと
うございました。
■また、当⽇のホワイトボード役
割表作成や下⾒などで尽⼒いた
だいた 3 班の坂⽥さんから、施
肥活動(A グループ)の様⼦がと
てもわかりやすい感想⽂が届き
ましたので、次のページにて紹介
させていただきます。
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1 ⽉
例会 

「 中 区 ⽩ 島 九 軒 町 ・ ⽩
はく

潮
ちょう

公 園 」
 

・「MOTTAINAI キッズ植林プロジェクト」
にて記念に建てられた看板。(２００６年) 
・うっそうとした公園は向こう岸を⾒渡せ
るほどにすっきり！おつかれさま。

 【A】安田学園北側の京橋川
沿いの桜への施肥の様子。 

【B】桜近くの支障木の伐倒。
ロープを掛け慎重に！ 

【C】生垣が高く伸びた部分
の高さを均一に剪定。 

【D】藪化し生い茂った笹竹等
の草刈りを行いました。 



 
 

 

「どの⽊に施肥をしたらいいと思います
か。」「この場所では、桜のために何をするべ
きだと考えますか。」私たち施肥の A グループ
では、リーダー藤原さんの質問にメンバーが答
えを出し合いながら⼿⼊れをする、頭も体もフ
ル回転︕の活動となりました。 

初めて⾒るダブルスコップに皆のテンシ
ョンも上がり、次々に施肥のための⽳を掘

っていきます。桜の根に当たった時の根の切
り⽅、切り⼝には殺菌のため⽊⼯⽤ボンドを塗
るなど、「へえ〜︕」なことばかり。 

根に空気と⽔を送るには︖将来きれいな姿にな
る様に、桜のどの枝を落としておけばよい︖な
ど、興味深いお話も。藤原さんの植物への愛情を
感じながら、私たちも桜と対話しつつ⼿⼊れをす
る貴重な体験。とても清々しく、⼼に残る例会と
なりました。  ３班︓坂⽥ 美和 

 

  
 
 

穴に肥料を入れる。「ウミガメの 

卵のようだね」との声が・・。 

木の周りにダブルスコップで穴を

掘る。すごいパワー！ 

木工ボンドを根や木の切り

口に塗る。殺菌の効果あり。 

藤原さんから施肥についての講義 

サクラのメンテナンスをしました。 


